
生体システム特論・レポート課題について 
小堀 聡 

 

課題： 

 

Cognitive Psychology: A Student's Handbook, Eysenck, 7th Edition という本の教材用スライドの 

１つの章（Chapter）のうちのスライド 10 枚分以上について， 

(1) 全訳するとともに，(2) その内容に関連した分野について調べてレポートする． 

スライドなどの資料のコピー（プリントアウト）は回覧する．→ダウンロードで入手する． 

対象となる章は別紙のリスト（授業と関連したものが中心）の中から選択する． 

選択した章のスライド資料のファイルを直接変更して日本語版を作成する． 

専門用語の訳語は授業の中で出現したものを使用することになる． 

関連分野については，各自でテーマを設定する． 

専門用語の訳語は関連分野について調べて見つけ出していく（授業の中で出現したものも当然含まれ

る）． 

※訳文を見れば，その分野についてどれだけしっかりと調べたが分かるので，その点を評価する． 

 

枚数その他： 

 

全訳部分については 10枚以上のスライドが訳されていればよく，特に制限はない． 

スライドに含まれるタイトルや図表の中の英語についても，原則としてすべて日本語に訳すこと． 

（人名などの固有名詞や略語は原則として原語のままでよい．） 

関連分野部分は本文Ａ４用紙で３～５枚程度（説明のため図表を含めても構わない）． 

プリンタ出力を原則とする． 

 

期限・提出先： 

 

2025年 1月 9 日（木）11:00，すなわち第 15 回の授業の冒頭（まで）に Teams の指定のフォルダ提出

する． 

 

ただし，以下のことを考慮すること． 

(a) 関連分野部分では明確な観点から論じること 

(b) 参考文献（３件以上）を参照し，それらを明記すること 

毎回の配布プリントに記した参考文献は，比較的優良なものなので，それらを参考にすることを推奨

する．それ以外のものも含めて，別紙にリストアップした． 

(c) レポートとしての構成・レイアウトを充分に検討すること 

内容として，何を明らかにしようとしているのかという論点を，また，どのような材料から結論が導

かれるかなどの論理の展開を明確にする必要がある． 

一方，形式的にも，フォント（字）の大きさ，行間，図表の配置などのレイアウトも，適切なものと

なるようにする． 

 

レポート（訳文）作成の注意点 

 

きちんとした訳をするためには，英文法や日本語の表現力はもちろんのこと，内容自体についてよく

理解しておかなければならず，内容の理解のためには下調べが必要となる． 

 

 

2. Basic Processes in Visual Cognition.  

4. Perception, Motion and Action.  

6. Learning, Memory and Forgetting.  

7. Long-Term Memory Systems.  

9. Reading and Speech Perception.  

12. Problem Solving and Expertise. 
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